
豊 田 市 上 下 水 道 局 余 裕 期 間 制 度 （ フ レ ッ ク ス 方 式 ） 試 行 要 領  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 領 は 、 豊 田 市 上 下 水 道 局 が 発 注 す る 建 設 工 事 に お い て 、

受 注 者 の 円 滑 な 工 事 施 工 体 制 の 確 保 を 図 る た め 、全 体 工 期 の 範 囲 内 で

受 注 者 が 工 事 の 始 期 及 び 終 期 を 設 定 す る こ と が で き る 余 裕 期 間 制 度

（ 以 下「 フ レ ッ ク ス 方 式 」と い う 。）の 試 行 に 関 し 、必 要 な 事 項 を 定

め る も の と す る 。  

 

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 領 に お い て 、次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 定 義 は 、当 該 各 号

に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

（ １ ） 余 裕 期 間  

工 事 を 開 始 す る に あ た り 、受 注 者 が 労 働 力 及 び 建 設 資 機 材 を 計 画

的 に 確 保 す る た め の 期 間 で 、契 約 締 結 日 の 翌 日 か ら 工 事 の 始 期 の 前

日 ま で を い う 。  

（ ２ ） 標 準 実 工 期  

発 注 者 が 定 め る 工 事 期 間（ 工 事 に 係 る 準 備 期 間 及 び 後 片 付 け 期 間

を 含 む 。 ） を い う 。  

（ ３ ） 実 工 事 期 間  

実 際 に 工 事 を 施 工 す る た め の 期 間 で 、受 注 者 が「 実 工 事 期 間 通 知

書 」で 発 注 者 に 通 知 し た 、工 事 の 始 期 か ら 終 期 ま で（ 工 事 に 係 る 準

備 期 間 と 後 片 付 け 期 間 を 含 む 。 ） を い う 。  

（ ４ ） 全 体 工 期  

契 約 締 結 日 の 翌 日 か ら 、発 注 者 が あ ら か じ め 定 め て 特 記 仕 様 書 に

明 示 し た 工 事 完 成 期 限 ま で を い う 。  

 

（ 対 象 工 事 ）  

第 ３ 条  フ レ ッ ク ス 方 式 の 対 象 と な る 工 事 は 、 余 裕 期 間 を 設 定 し て も 、

工 事 目 的 物 の 供 用 開 始 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 工 事 で 、か つ 、発 注 者 が 必

要 と 認 め る 工 事 と す る 。た だ し 、他 事 業 又 は 他 工 事 の 影 響 に よ り 、受

注 者 が 工 程 を 計 画 す る こ と が で き な い 工 事 や 緊 急 性 の あ る 工 事 な ど

フ レ ッ ク ス 方 式 に よ る こ と が 適 当 で な い と 認 め る 工 事 に つ い て は 、こ

の 限 り で な い 。  

 



（ 余 裕 期 間 ）  

第 ４ 条  余 裕 期 間 は 、標 準 実 工 期 の ３ ０ ％ を 超 え ず 、か つ 、４ ヶ 月 を 超

え な い 範 囲 で 設 定 す る こ と が で き る 。  

２  余 裕 期 間 に お け る 現 場 の 管 理 は 、発 注 者 の 責 任 に お い て 行 う も の と

す る 。  

３  受 注 者 は 、 余 裕 期 間 の 間 は 、 工 事 （ 工 場 製 作 、 測 量 、 資 材 の 搬 入 、

仮 設 物 の 設 置 等 の 準 備 工 事 を 含 む 。）に 着 手 し て は な ら な い 。た だ し 、

現 場 に 搬 入 し な い 資 機 材 の 準 備 、労 働 者 の 手 配 、照 査 及 び 関 係 者 と の

協 議 （ 以 下 「 準 備 等 」 と い う 。 ） は 、 こ の 限 り で な い 。  

４  余 裕 期 間 の 間 に 行 う 前 項 の「 準 備 等 」は 、受 注 者 の 責 任 に お い て 行

う も の と す る 。  

５  受 注 者 は 、余 裕 期 間 の 間 は 、現 場 代 理 人 、主 任 技 術 者 、監 理 技 術 者 、

特 例 監 理 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 補 佐 の 配 置 を 要 し な い 。  

 

（ 全 体 工 期 、 工 事 の 始 期 及 び 終 期 ）  

第 ５ 条  発 注 者 は 、全 体 工 期 を あ ら か じ め 定 め 、余 裕 期 間 及 び 標 準 実 工

期 を 特 記 仕 様 書 に 明 示 す る こ と と す る 。  

２  受 注 者 は 、全 体 工 期 の 範 囲 内 に お い て 、休 日（ 豊 田 市 の 休 日 を 定 め

る 条 例（ 平 成 元 年 条 例 第 ６ １ 号 ）第 ２ 条 に 規 定 す る 休 日 を い う 。以 下

同 じ 。 ） を 除 く 任 意 の 日 を 実 工 事 期 間 の 始 期 及 び 終 期 と し て 設 定 し 、

契 約 締 結 前 に「 実 工 事 期 間 通 知 書 」に よ り 発 注 者 に 通 知 す る も の と す

る 。  

３  受 注 者 が 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 を し な か っ た と き は 、発 注 者 は 受 注

者 が 全 体 工 期 を 実 工 事 期 間 と し て 設 定 し た も の と み な す 。  

４  受 注 者 は 、契 約 締 結 後 に 実 工 事 期 間 の 始 期 及 び 終 期 の 変 更 の 必 要 が

生 じ た 場 合 に は 、発 注 者 と 協 議 の う え 、全 体 工 期 の 範 囲 内 に お い て 実

工 事 期 間 の 始 期 及 び 終 期 を 変 更 す る こ と が で き る 。  

 

（ 契 約 関 係 の 取 扱 い ）  

第 ６ 条  フ レ ッ ク ス 方 式 を 適 用 す る 場 合 に お け る 発 注 者 と 受 注 者 の 契

約 関 係 の 取 扱 い に つ い て は 、 次 の 各 号 の と お り と す る 。  

（ １ ） 工 事 請 負 契 約 書 に 記 載 す る 工 期 は 、 全 体 工 期 を 記 載 す る 。  

（ ２ ） 実 工 事 期 間 は 、 「 実 工 事 期 間 に 関 す る 覚 書 」 の 定 め に よ る 。  

（ ３ ）前 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、全 体 工 期 を 実 工 事 期 間 と し て 設 定 し た

も の と み な す 場 合 は 、発 注 者 及 び 受 注 者 は 、全 体 工 期 を 実 工 事 期 間



と し て 前 項 の 覚 書 を 締 結 し た も の と み な す 。  

（ ４ ）受 注 者 は 、前 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 、実 工 事 期 間 を 変 更 し よ う と

す る 場 合 に は 、「 実 工 事 期 間 変 更 申 出 書 」を 発 注 者 に 提 出 し て 、発

注 者 に 協 議 し な け れ ば な ら な い 。  

（ ５ ）発 注 者 及 び 受 注 者 は 、前 項 の 協 議 の 上 、実 工 事 期 間 の 変 更 に つ い

て 「 実 工 事 期 間 変 更 に 関 す る 覚 書 」 を 締 結 す る も の と す る 。  

（ ６ ）受 注 者 は 、豊 田 市 工 事 請 負 契 約 約 款 の 規 定 に か か わ ら ず 、実 工 事

期 間 の 始 期 の 前 日 ま で に「 現 場 代 理 人・主 任（ 監 理 ）技 術 者 届 」を

発 注 者 に 提 出 す る も の と す る 。な お 、現 場 代 理 人 、又 は 主 任（ 監 理 ）

技 術 者 の 兼 務 を 行 う 場 合 は 、同 じ く 実 工 事 期 間 の 始 期 、又 は 兼 務 す

る 期 間 の 始 期 の 前 日 ま で に「 現 場 代 理 人 の 兼 務 届 、主 任 技 術 者 の 兼

務 届 、 又 は 監 理 技 術 者 の 兼 務 届 」 を 発 注 者 に 提 出 す る も の と す る 。 

（ ７ ）受 注 者 は 、受 注 時 の コ リ ン ズ（ Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ ）へ の 登 録 に つ い て

は 、実 工 事 期 間 の 始 期 か ら 起 算 し て １ ０ 日（ 休 日 を 除 く 。）以 内 に

登 録 す る も の と す る 。  

（ ８ ）契 約 保 証 の 期 間 は 、契 約 の 締 結 日 か ら 実 工 事 期 間 の 終 期 ま で と す

る 。  

（ ９ ）受 注 者 は 、建 設 業 退 職 金 共 済 制 度 に 該 当 す る 場 合 は 、実 工 事 期 間

の 始 期 後 速 や か に 掛 金 収 納 書 を 発 注 者 に 提 出 す る も の と す る 。  

 

（ 経 費 の 負 担 ）  

第 ７ 条  フ レ ッ ク ス 方 式 を 適 用 す る こ と に よ り 増 加 す る 費 用 は 、受 注 者

の 負 担 と す る 。  

 

（ 工 事 名 ）  

第 ８ 条  フ レ ッ ク ス 方 式 を 適 用 し 発 注 す る 工 事 は 、工 事 名 の 末 尾 に「（ 余

裕 期 間 ） 」 を 明 示 す る 。  

 

（ 特 記 仕 様 書 ）  

第 ９ 条  フ レ ッ ク ス 方 式 を 適 用 し 発 注 す る 工 事 は 、特 記 仕 様 書 に フ レ ッ

ク ス 方 式 で あ る こ と を 明 示 す る 。  

 

（ そ の 他 ）  

第 １ ０ 条  こ の 要 領 に 定 め の な い 事 項 、 又 は こ の 要 領 の 規 定 に よ り 難 い

事 項 に つ い て は 、 発 注 者 が 必 要 に 応 じ て 別 に 定 め る も の と す る 。  



 

 

附  則  

こ の 要 領 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 


